
生産性に関するお困り事 ←　クリック

自分流で、かつマイペースになりがちなひとの作業を標準化、１人工化

必要ペースに応じたライン（設備）への柔軟なシフト体制構築

導入先例

☆中小/中堅製造業
☆企業ニーズ例
　・生産量が多くても少なくても残業時間は変わらない。
　・標準作業及び数・時間の管理が出来ていない。
　・作業者の小さな手待ちや設備のチョコ停は多発していそうだが、見逃している。

コンサルティング

概要

現場には必ずムダが潜んでいます。生産性向上が求められる今こそ、それを「宝の山」と捉
え、改善の糸口に変えることが重要です。「生産量に関わらず残業が一定とはどういうこと
だ？」、「作業者が忙しそうでも必要以上に動いているのでは？」といった疑問を解きほぐし、
ムダを顕在化。改善策を現場で伴走しながら推進します。数値指標と現地現物の管理を組
み合わせ、常時改善が根付く生産性の高い現場づくりを支援します。

特長

ひと及びライン（設備）の稼働分析より、付加価値率向上に向けて改善、管理

製造・物流現場_生産性向上支援
　　～現場のムダを儲けの宝に！～

https://www.kaizen-wp.jp/service/okomarigoto/seisansei/

